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みことばさえ…（ヨハネ15:1-8）
　
ある会社の社長さんが、結構なお金持ちだったのですが、毎晩、お酒におぼれて疲れ果てる生活が続いていました。生活に何も困ることがないのに、なぜそのようになってしまうのか。ある大学のベテランの教授は、ある日突然、娘さんが自殺をしてしまったということで、どうしてこうなるのか。これからどうすればいいのか。今まで自分が学んできた知識ではどうしても解けないし理解できないということで悩んでいました。なぜ経済的にも裕福であるし、また知識の面においても優れているのに、このようになってしまうのでしょうか。実は、今取り上げた方だけではなくて、私たちの周りにはそのような人がたくさんいます。実際、私たちの目で分かるように家庭が破たんして、様々な複雑な問題を抱えて悩んでいる人も私たちの周りにはいます。また願ってもいない病気にかかって苦しんでいる方も少なくありません。それから、自分の意志とは全く関係なく、災いが襲いかかることによって今までの人生、生活がすべて壊れて道に迷ってしまうような方も少なくありません。そして、週末、楽しい思いでカフェでおしゃべりをしながらコーヒーを飲んでいたのに、いきなり銃弾に当たって死んでしまう。そういう人もいます。また、知り合いがそうなってしまって、その悲しみを味わわないといけない方もいます。なぜ皆、幸せになりたいと願って自分なりに頑張っているのに、このようになってしまうのでしょうか。

多くの人がいろいろなお話をしています。しかし、今日、礼拝をささげているクリスチャンの私たちは、なぜそうなのか、なぜそうならざるをえないのかという理由をはっきりと覚えていないといけません。いろいろなことが言われるでしょうが、元々の人間はそのような不幸などありませんでした。祝福の根源であり、いのちの基であられる創造主、神さまを離れて、神を失ってしまった結果、暗やみの勢力に、滅びの運命の力に捕らわれて生きていくようになってしまったので、そうならざるをえないわけです。このような苦しみつつ悩んでいる人々の答えは、キリストによる福音しかありません。彼らには、福音が絶対的に必要であり、福音の他には実は根本的に問題の解決になるものはありません。そのことをまず覚えていただいて、それで皆さんが大切な貴重な方であり、そういう意味で、今日のような礼拝を神様は備えて私たちを招いていらっしゃるわけです。そのような現場で壊れて苦しみつつ悩んで、そして、答えが分かっていないままさまよっている多くの人々を、今礼拝をささげているクリスチャンの皆さんは、彼らをその現場を十分に生かすことができる存在です。そのことをもう一度確認し、心から「アーメン」と認めてほしいということで、今日のような礼拝を神様が設けていらっしゃるわけです。ですから、今日の礼拝を通して、そのことを改めて確認して心からの確信を持っていただきたいと思います。信者というのは、いろいろな条件があるでしょう。勉強が足りない場合も、年を取っている場合もあるし、財産があまりない場合もあるかもしれません。自分自身の今の条件と言うものが、あまりよろしくないかもしれません。そういうことと関係なく、皆さんは十分に現場を生かすことができるぶどうの木にくっついている枝であるということを覚えていてください。また、私たちが置かれている環境は、簡単ではないかもしれません。また、いろいろな状況が、そんなに有利な状況ではないかもしれません。ときには、人間の計算から見たときには、不可能な状況かもしれません。それにもかかわらず、覚えていてください。自分は、現場を十分に生かすことができるものなのだと。それで、イエス・キリストは、おっしゃいました。条件的にも環境を見ても、状況から考えてもどうしても不可能でありました弟子たちに向かって、それらのことはあなたがたは知らなくてもいい、関係ありませんと。どんなに不利な状況であっても、あなたがたにも可能なのだと。そのようにおっしゃっています。なぜでしょうか。それは一つの条件によって、それが可能になります。
それはイエス様が今現在、そして、これからもずっと皆さんの内側に留まっていらっしゃるからです。イエス様が、皆さんの内側にとどまるというのは、他に条件がありません。皆さんがどんな人間であったのか、どんなに頑張っているのか、優れているのか、美人なのかブスなのか、一切関係ありません。ただイエス様のお話を聞いて心からイエス様をキリスト、救い主として信じる信仰によって、誰でもイエス様が皆さんの内側にとどまるようになります。イエス様が皆さんの内側にとどまるというのは、イエス様が皆さんとの関係がいのちの関係であり、切り離すことができない、くっついている、一つになっているという意味です。だから、可能なのです。わたしはぶどうの木であなたがたは枝であるということを、ぜひ覚えてください。どのようにしてそれが可能になったのでしょうか。人間の理性や私たちに幾何学、算数では解けません。そのような次元でアプローチしようとすると、いつまで経っても困難してしまいます。これは霊的な奥義です。いのちのことです。皆さんがイエス様を信じて受け入れた瞬間、目に見えないけれど聖霊様が皆さんの内側に入って内住されることになりました。聖霊が内住することによって、イエス様が皆さんの内側にとどまることになったのです。その結果、今も弱さを抱えているでしょうが、今もいろいろな現実があり、いろいろな状況があるにもかかわらず、わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝ですと言われる存在になりました。いつからでしょうか。イエス様を信じて受け入れたその瞬間からです。その瞬間、実はこのように作り変えられる前の自分というものは、イエス様の十字架とともに死んでいなくなります。イエス様を信じることとは、そういうことです。教会に通うとか、入会するようなことではありません。今まで悪かった人間が、すこし自分の人生を改めて改善してみようかということではありません。神様と出会い、神様とワンネスになることです。わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝です。自分がああだ、こうだということを考える前に、そのことを先に思い起こして考えてください。私はイエス様の枝なのだ。枝というものは、ぶどうの木があってどこかで枝を拾ってそこにボンドでくっつけるようなものではありません。木から生え出るものです。くっついているもの。つながっているものです。いつからなのでしょうか。皆さんが何かしらのきっかえによって、イエス様の福音を聞き、イエス様を救い主として心に受け入れたその瞬間から、皆さんが気づいていなくてもそのような状態、構造になってしまいました。それをいのちと言います。だから、条件が満たされていなくても、環境が悪くても、状況が不利な状況、不可能な状況でも可能なのです。ぜひ覚えていてください。

皆さんがイエス様を信じたその瞬間、ヨハネ3：3に書いてあるように、実は昔のものは死んで、新しく生まれるようになりました。ぜひ覚えていてください。ヨハネ14：12には、こう書いてあります。「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしを信じる者は、わたしの行なうわざを行ない、またそれよりもさらに大きなわざを行ないます」とおっしゃっています。だから、なぜそういうことが言えるのでしょうか。イエス様はぶどうの木で、わたしはその枝だ。今肉眼でイエス様が見えないから、中々、実感がないでしょうが、だから、義人は信仰によって生きるのです。そのようなってしまいました。それが皆さんの存在です。それでエペソ1：23などを見ると、そういう意味で皆さんひとりひとりのことを、教会と呼ぶようになるし、教会の定義は、イエス様をかしらとしてその体と表現するのです。イエス様がかしらであり、その体というものはくっついていて、一緒だ、同じだという話です。そういう感覚をぜひ持っていただきたいと願います。イエス様はおっしゃいました。それらのことはあなたがたは知らなくてよい。ただ聖霊が臨まれるときに、あなたがたは力を得て、この現場を苦しんで悩んで滅びている人々を生かすことができるとおっしゃったのです。だれひとりとして例外はありません。今見るといろいろなレベルがあるでしょうが、それは時刻表に過ぎないものであって、本当にイエス・キリストを信じて受け入れている者であれば、イエス様はぶどうの木で、その人はその木の枝です。それゆえ十分に実を結ぶことができるし、それが当たり前です。そのように造り変えられています。皆さんが何かをしたから、時間がだいぶ経っているからではなくて、イエス様を信じることが、そのような存在につくり変えられることなのです。もう一度改めて申し上げます。信者というものは、十分に苦しみ迷いつつ滅びていく魂、現場を生かすことができる存在です。何かをするからではなくて、存在そのものが可能なものに変えられているということを覚えていてください。だから、クリスチャンに対して、どんなクリスチャンであれ、本当にイエス・キリストを信じて、イエス・キリストをキリストとして心に受け入れた人であれば、外見と関係なく、その人に対しての呼び方、名前が変わります。皆さん、よく聞いているのではないでしょうか。受け入れた人々、すなわちその名を信じた者は、神のこどもとなる特権が与えられる。だから、神の子ども、神さまとは血縁関係なるのです。そういう名称が皆さんに与えられているのです。うれしくありませんか。宝くじに当たる方がよっぽどうれしいでしょう。神の子どもと呼ばれるものになり、先ほど申し上げましたように、エペソ4：15-16などを見ると、キリストの体と呼ばれる存在になりました。つまり、イエス様がおっしゃったとおり、キリストがなそうとしていることを行うことができるし、またキリストと同じことができる存在なのです。それがクリスチャンです。いつからでしょうか。70人、100人の訓練を受けてからではなくて、イエス・キリストを受け入れたその瞬間からです。わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝です。そういうわけでマタイ5：13-14においては、あなたがたは世の光であり、世の塩なのだと言われます。自分が自分の功と全く関係なく、条件、環境、状況などと一切関係なく、そういう存在なのだと信じればいいのです。信じることが仕事です。それが神様が皆さんに求めていらっしゃることです。そういうわけで迫害によって散らばって、今日生きるか死ぬかの危険な人生を送っていたひとりひとりに向かって、Ⅰペテロ2：9-11には、あなたがたは王である祭司とあります。前にもお話ししたように、この言葉はイエス様に使う言葉なのです。イエス様を呼ぶときに使う名称です。それが皆さんに使われているということを覚えていてください。なぜなら、私はぶどうの木で、あなたがたは枝だから。イエス様がいのちのぶどうの木であり、皆さんがそこでいのちをいただいて、いのちを流すことができる枝なのだということを知っているのでしょうか。あるいは信じていらっしゃるのでしょうか。なぜその感覚がないのでしょうか。それは信仰の問題です。ついつい条件のことに捕らわれて、環境に惑わされて、状況に振り回されて、この感覚、この祝福を見逃してしまうのではないでしょうか。そうすると残念ながら、クリスチャンでありながらも違う方向に、実を結ぶこととは関係ない方向に行くしかありません。皆さんは、十分に実を結ぶことができる存在です。何をどうするかの前に、存在そのものがそのように実りある人生を歩むようにつくり変えられているということを忘れないでいただきたいと思います。ある意味、何もしなくても皆さんは実を結ぶようになっています。そのような状態、存在なので、イエス様はおっしゃったのです。だから、あなたがたがわたしにとどまり、わたしのことばがあなたがたにとどまるのであれば、多くの実を結びます。これをしなさい、あれをしなさいとおっしゃらないで、いろいろな条件を突き付けたりしないで、これしかおっしゃらないのです。もう出来上がっているのです。あなたがたは、実を結ぶために生まれた者です。ぶどうの実を結ぶために、いのちの実を結ぶために生まれてきた者です。だから、あなたがたの内側に、わたしのことばがとどまることさえあれば、それで結構です。つまり、ぶどうの実を結ぶことができる存在とは、言葉を変えますと、神のいのちのことばが心の内側に蓄えられてとどまることができる存在だという意味です。だから、それさえあればいいのです。みことばが皆さんのこころにとどまるということは、何かしらものすごい大きなプレッシャーとか、大きな作業ではありません。皆さんにいのちがあるから。ぶどうの枝なので。ぶどうの実を結ぶことになっている存在なのでと言われるものです。なんと感謝でしょうか。他に言い訳もいりません。負担も持つ必要はありません。イエス・キリストが血を流されて、皆さんひとりひとりを尊いいのちあるものに造りかえられました。だから、みことばがとどまることさえあれば。それだけに集中すればいいのです。他のいろいろなところに気が捕らわれないで、みことばさえとどまるようになれば。
どうなるのでしょうか。多くの実を結ぶようになります。そうすると、今まであまり実が結ばれていないというのは、みことばが私の内側にとどまっていなかった裏返しなのかと思うかもしれません。じっくり、ゆっくり考えてください。10年、20年、教会に通っていても、みことばが心の内側にとどまっていない場合もあります。それが何よりの特権なのに、それがすべての道であり、また武器であり力なのに、それだけは抜けてしまうのです。一生懸命、祈っていてもみことばがとどまっていない場合があります。それはある意味では祈りではありません。みことばがとどまっていれば、そこから祈りも生まれます。そこから将来も見えてきます。そこから何を選択すればよいのかも現れるようになります。クリスチャンというのは、結局、本当に何が何でも失望しないでください、答えはもう明白に出ています。イエス様がぶどうの木で、私がその枝であれば、ひとつだけみことばがとどまるのであれば、それにすべてをかけて集中してください。当たり前に十分に実を結ぶことができる存在なのに、なぜそうならないか、なぜみことばがとどまらないかと言いますと、残念ながら、今まで私たちの心の内側に前もって先に入って来て刻印され間違っているものがあまりにも多いのです。だからこそみことばがとどまらないといけません。みことばさえとどまることがあれば十分に実を結ぶようになるのです。ややこしいことは何もありません。どんなに難しいいろいろな状況があっても、みことばさえとどまっていれば実を結ぶようになります。なんと簡単でしょうか。
けれども、なぜみことばがとどまらないのかというと、私たちがほぼ意識しないうちに刻印されているものがあるのです。それがみことばがとどまることを拒むわけです。はじき出すのです。だからこそ、みことばをしっかり握ってとどめることによって、その刻印されているものが壊れて取りはがされるようになるでしょう。両方、どっちにしても答えはひとつしかありません。みことばが心の内側にとどまることです。約束します。どん底の中にいる人でも、みことばがとどまれば奇跡を見るようになります。不可能な不治の病にかかっている人でも、みことばがそこにとどまっていれば、その人はいやされるようになります。クリスチャンの特権です。未信者には不可能です。なぜなら、ぶどうの木の枝ではないからです。いのちが流れ出ることはできません。でも、私たちは感謝なことに、本当にだめな人間なのに、本当にいろいろな弱さを抱えているにもかかわらず、一切関係なく、イエスがキリストだと信じて受け入れたことによって、その自分は死んで新しく生まれ変わってイエス様の枝として、いのちの関係にくっつくような存在に造りかえられて当たり前に十分に死んでいく魂を生かすことができる、無を結ぶことができる存在に変えられました。感謝なのです。今まで私たちがクリスチャンになる以前、またクリスチャンになったからといっても、正しい福音を理解するまで、私たちにはそれが良いか悪いかもわからずに福音でないものがいっぱい入って来て刻印されています。そのすべてを代表する内容が、ヒューマニズムです。ヒューマニズムというのは、神を除いて考えることです。ある程度、その話は論理があり、もっともな話もいっぱいあります。でも、根本的にそれは神様を除いて考えてきた内容です。ニューマニズム、あるいは因果応報的な考え方、ひいては科学は悪いことではありませんが、科学万能主義、科学絶対主義的な思い、思想が、私たちにはしみじみ入って来て刻印されています。頑張れば成功する、これが因果応報です。そして、実はそれが科学の一つです。それから、ヒューマニズムというのは、神さまを除いて人間が中心になり、良い悪い、成功、失敗、すべてを決めつけることです。そういうことが私たちには当たり前なこととしてもう刻印されているわけです。だから、みことばがとどまることができません。ですから、みことばさえとどまれば、弱さがあるにもかかわらず実を結ぶはずなのに邪魔をします。だからこそ、みことばを握ってとどめようとしなければいけません。それがすべてです。

それから、残念ながら、教会に通っていながらも、教会の中でも福音でないものが刻印されます。それが律法主義のようなものです。イエス・キリストの恵みといのちを除いて、正しいか正しくないか、守ったのか守らないのかを基準にするような思想、考え方があります。それから、神秘主義があり、また肉体的な祝福をメインにするご利益過ぎというものがあります。そして、教会の中にあっても福音でないものがあります。そういうものが知らず知らず私たちには当たり前なものとして刻印されることになりました。こういったものが全部合わさって内面の方に全く福音とは違うテーマがメインテーマとして刻印されています。クリスチャンであっても。よくよく考えて見てください。テーマそのものが変わらない限りは、神のことばがとどまることは無理でしょう。神のことばがとどまる唯一の祝福された存在なのに、それがはじき出されるようになります。なぜでしょうか。福音でないものが刻印されていて、教会の中でも福音でないものがいっぱい入って来て、それが刻印されることによって、最終的にはテーマがクリスチャンなのに、神さまのテーマと一致しません。そういうものに刻印されています。何がテーマなのでしょうか。福音と福音宣教、神の国がテーマです。それなのに私たちには、神社に行く人とお寺に行く人とイスラム教の人と、テーマがあまり変わりません。国連で語り合っているテーマと全く同じテーマしかないのです。それが刻印です。しかもそれが当たり前となっています。ほぼ無意識的に。そこが取り変えられないといけないのですが、その方法はみことばがとどまることしかありません。結局、そういうすべてが合わさって心の内側にあるのが、不信仰というものが刻印されています。なんでもかんでも不信仰が刻印されています。そして、それを助けてくれるものが何かというと傷というものです。いろいろな傷が刻印されています。十分に実を結ぶことができる存在なのに、みことばさえとどまればいいのに、それがそうならないように間違っていることがいっぱい刻印されています。だからこそ、みことばしか方法がありません。だからこそ、それを取りはがして取り替えるための方法は、神のみことばしかありません。

だから、結論はこうです。今日の聖書のお話しでもそうです。イエス様はおっしゃいました。私はぶどうの木で、あなたがたは枝です。希望を持ちなさい。これから、違う人生なのです。ぶどうの実を、いのちの実を結ぶようになるのです。そのように造りかえられているので、一つだけこだわりなさい。わたしのことばがあなたにとどまるのであれば、それで十分なのです。皆さんの存在そのものを理解し、神のみことばさえ心にとどまるようになれば。この答えを持っていてください。それから、刻印されているものを、素直に認めることによって方法は他にありません。神のみことばさえ私の内側にとどまることがあれば、必ず成功します。必ず実を結ぶようになります。それでイエス様は、今目の前にいる弟子たちのすべてをご存知なのです。今の弟子たちの状態を、皆さんご存知でしょうか。性格も変わっていないまま、社会的な身分もそのまま、これからイエス様を捨てて逃げるような弱さを抱えているままの状態なのです。そのすべてをご存知の上で、しかし、イエスに従っている者は、ぶどうの木と枝なので、みことばさえとどまればとおっしゃったのです。関係ありません。正確に申し上げると、だからこそ、みことばなのです。それにポイントを絞って集中してください。クリスチャンの特権として、答えとして与えられました。だから、集中してください。それしかないから、それで十分なのです。他のことに気を捕らわれずに、みことばさえ自分の心にとどまることにすべてをかけて集中してください。「でも、私にはこういう問題が」。こういう問題があるからこそ、みことばがとどまるようになれば。すべてイエス様はご存知なのです。「でも、私にはこういう悪い習慣がありますが。中々、立ち直れない問題がありますが」。だからこそ、すべてご存知の上で、私はぶどうの木で、あなたは枝なのだ。だから、わたしのことばがとどまるのであればとおっしゃったのです。それを集中と言います。集中は、まず聞いて、聞いたことで終らずに、聞いた神様のみことばをじっくりと考えることです。一回考えることで終わりではなくて、刻印のことを皆さんが認めるのであれば、繰り返して繰り返して考えることです。そして、それをいろいろな場面で、日常生活において適用しようとすることです。それがみことばに集中することです。これさえあれば大丈夫です。皆さんは、それさえあればすべてがうまくいくように造りかえられている存在です。イエス様は偉大なる方です。イエス様はキリストです。誰でもイエスを信じる者は、誰でもイエス様はぶどうの木で、その枝になります。ぶどうのいのちの実を結ぶ存在に造りかえられます。いつそれが現実になるのかと言いますと、イエス様のみことばがその人の心にとどまるのであれば。
もう一度言います。繰り返して申し上げますが、そこには理由はありません。どんな理由を取り上げようとしても、イエス様が一言で全部削除されます。それはあなたがたは知らなくていいのです。みことばさえとどまれば。うちはまだ植民地で国もありません。私たちはお金もありません。社会的な背景もありませんと言っていました。それは理由になりません。あなたがたは聖霊が宿っている神の子どもなのだから、ぶどうの木の枝なのだから。外見と条件と関係なく、聖霊が臨まれると、みことばさえとどまればとおっしゃっているわけです。これがクリスチャンです。それをぜひ回復していただきたいと思います。なんと簡単なのでしょう。でも、サタンはそれさえあればいいのに、それだけができないようにいろいろなことに気を散らしてしまいます。これがあれがと。それがあるにもかかわらず関係ないのです。そして、もう一つ今日申し上げたのは、だからこそ、それがああだ、こうだではなくて、みことばがとどまるようにしなさい。両方とも答えはひとつしかありません。神様のみことばさえ自分の心にとどまるのであれば。しかし、それは難しいことではありません。それが可能になっている存在なのです。ただ、それを邪魔するのが刻印というものなので、意識してやればいいのです。集中して。今まで刻印され間違っているものにだまされず、惑わされず、みことばに集中しようじゃないかという思いでアプローチすればいいのです。まずは耳を澄ませて聞いて、聞いたことをじっくり考えましょう。同じ内容でも関係ありません。繰り返してやります。なぜなら、セメントのように過去の刻印されているものがあるので、繰り返して、繰り返してやるのです。それから、日常生活で少しでも適用してみようじゃないか。今日の勉強、友達の関係において、そのみことばを適用してみようじゃないか。それさえあればいいのです。それをやっているのに、神様は実を結ばせるのです。その時に、これを参考にして覚えてやってください。そのみことばの力を知ってやってください。ヘブル4：12には、神のみことばにはいのちがあり、両刃の剣より鋭いものであって、魂と関節、骨髄さえ刺し通す力を持っているものなのです。わたしたちはただみことばがとどまるように、みことばに集中してやるだけなのに、なぜそれが実を結ぶようになるのかというと、みことばにはそのような力があるからです。マタイ4章を見ると、イエス様は、悪魔に試みられた、誘惑されたときがあります。ことごとく神のみことばを持って悪魔を退けました。つまり、みことばには悪魔と悪霊が逃げ去る力があるのです。それを信じてみことばに集中してください。皆さんのすべてをいやす力がそこにあります。Ⅱテモテ3：16-17には、聖書のみことばには、私たちクリスチャンが人生に勝利できる十分なすべてがそこにあると言われています。だから、みことばはそういうものです。よくよく考えて見ると、あまりにも神のみことばを軽んじていたのだなという反省をしないといけないと思います。

ですから、このみことばがしっかりとどまるようになれば、実を結ぶようになりますが、どのように実を結ぶのかというと、まずみことばを通して、イエス様のいのちの力が皆さんに供給されるようになります。それから、皆さん自分自身が、正しいいやしの祝福に預かるようになります。それが第一の実です。それから、いやされるだけではなくて、神様と方向を合わせて成熟して行くようになります。信仰の大人になっていきます。それがまず、皆さん自分自身に現れる実りです。そのことによって冒頭で申しましたように、皆さんの周りで滅びていく、苦しみつつさまよっている魂に、いのちの祝福を与えることができる伝道の実を結ぶようになります。必ずそうなります。なぜかというと、これがイエス様の仕事だったので。イエス様がおっしゃいました。わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝なので、これから私がやったことをあなたがたもできる。それ以上のことができるとおっしゃったでしょう。その根拠を今日確認し、心から感謝する。これが実を結ぶということです。そういうことを通して、皆さんがいらっしゃる現場そのものが変わります。これがぶどうの木によって結ばれる実というものです。必ずそうなります。
そうすることによって、皆さんが周りから、また神様からもこのように呼ばれるようになります。ただのクリスチャンではなくて、弟子と呼ばれるようになります。今日の聖書の箇所の最後にそう言われています。実を結ぶことによって、神が栄光を受けとめて、あなたがたは、弟子と呼ばれるのだとあります。結局、弟子と呼ばれるところまで行くようになります。どうすればでしょうか。みことばさえ私たちの心にしっかりととどまることがあれば。どのようにしてそれをこれから実行して行けるのでしょうか。結論です。もう一度言います。イエス様のこの言葉を、皆さんひとりひとりに語りかける言葉として聞いてください。わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝なのだ。そこでもう終わりではないでしょうか。ぶどうはいのちの木を象徴する木です。いのちの実を結ぶというのは、当たり前で存在そのものがそういう存在です。ですから、それをベースにして、他のすべてを全部削除してみことばさえとどまるのであれば。特にそれを邪魔する今までの刻印、あらゆる間違っている刻印が私たちにされているので、みことばさえしっかりとどまるのであれば、これが答えです。
まずは、皆さん自分自身、人生の歩み、特にその中で実りの中の実り、伝道に対しての全ての否定的な考えを捨てるようにしてください。元々、実を結ぶようになっているし、難しいことではありません。刑務所の中でも、死の影の谷を歩いていても、植民地の支配を受けている状況でも構いません。みことばさえとどまっていれば実を結ぶようになります。なんと簡単でしょうか。まず否定的な思いを捨ててください。それから、今現在、伝道がうまくいかない、中々、正しく実が結ばれていないという方であっても、心配しないであきらめないようにしてください。逆に当然ではないか。信じるべき内容とやるべきことをやっていないので当然ではないでしょうか。また、過去のいろいろなものが刻印されてそのままなので、うまくいかないというのはある意味、当然ではないのか。逆に謙虚になる機会にしてください。それから、だからこそあきらめずに、否定的に思わずにみことばに集中することを決意して覚悟してください。サタンは何かがうまくいかないと、謙虚にへりくだって神様の方向に合わせないようにすることを邪魔します。あきらめるように、がっかりさせることは、サタンのしわざです。伝道がうまくいかない。本当は伝道になるのが当たり前なのですが、刻印のことを考えるとそうならないのが当たり前です。だからこそ、それをバネにしてみことばに集中する機会にしてください。そして、お話を聞いて、皆さんがひとりひとり自分で自然に実行すれば幸いなのですが、中々そういかないようにサタンが邪魔するということを知っています。なぜなら、今までの経験を通してよく知っているので、教会に来られて礼拝の時からその練習を始めましょう。なんと素晴らしいチャンスでしょうか。今の私たちのレベルでは、わざわざ時間を割いて教会にまで来たので、ある程度、集中しやすいのではないでしょうか。12月からは、一部の礼拝が終わったら15分、20分くらい、2部礼拝が始まるまで、ちょこっとだけみことばに集中するというのは何なのかということをグループを作って練習をしようかなと思います。積極的に参加しましょう。まずは礼拝に来てみことばを聞く、その時から集中してください。それから、聞いてすぐにまたみことばに集中するようにした方が一番いいベストな方法だと思います。ですから、1部礼拝が終わってからすぐにしたいと思います。それで完璧な答えがあるわけではありませんが、教会としては皆さんを手伝うという意味で、まずは聖餐の信仰告白、これがみことばを全部まとめた内容です。信仰告白から始めて、その週、その日に聞いたメッセージを短くまとめる作業をそれぞれやります。だから、聞くときからそういうつもりで聞けばよいのです。今日のみことばを皆さんなりに短くまとめれば、今30分、40分お話しましたが、短くまとめると1行でもまとめられます。私たちはぶどうの木で枝なので、実を結ぶことが当たり前なので、しかし、刻印というものがあるから、みことばさえとどまれば実を結ぶようになります。これがメッセージではないでしょうか。これがメッセージであれば、私はここからどういうミッションを見つけて何をどうすればいいのだろうか。このメッセージを通して、教会では1部礼拝が終わってから、これをまず実行しようというのが教会としての適用でありミッションです。
それから、特に聖書のみことばを理解するためには、まずは基本的な核心の内容なので、それが福音なのです。福音を明らかに覚えやすい聖書の箇所があります。それをいくつか皆さんに紹介しますので、週1でいいです。その聖句を暗記します。もし暗記すれば、皆さんのいろいろな場面でそれを思い出されるようになるし、本当に力になります。だから、福音の聖書の箇所を暗記します。これでいくつかの項目を申し上げましたが、時間はそんなにかかりません。それから、この福音を伝えるというのが最終的な目標です。だから、伝えるときに、どうすれば救われるかという救いの道を紹介します。できる人はできるでしょうが、その救いの道を順番でひとりずつ、1週間にひとりやります。3分から5分ぐらいで終わるような内容をまとめてやるようにします。それはいつか神様が伝道の対象者を与えられるときに正しく伝えられるように。それをずっと繰り返すというのは、その中に福音のメッセージが全部入っているのです。人間の問題が何であって、キリストしか答えがないという内容が入っているから、それを自分自身にずっと言い聞かせる効果もあります。特に、それをやるときには皆さんの伝道の対象者、祈っている方々を頭に覚えて、彼に語るつもりでやるというのもいいかもしれません。このようなまずは4つです。信仰告白、メッセージのまとめ、聖句暗唱、救いの道をひとりずつやっていく。前の3つのことは、皆でいっぺんにやればいいですし、救いの道は皆さんが家に帰ってずっと覚えて練習し、見ないでスラスラお話しできるようにしましょう。すぐできなくてもいいです。ずっとやってみてください。それで自分の順番になったときに、ここでやってみる。次にまたやってみる。家に帰っても、これをやるのは皆さんがおうちに帰ったときにも時間を決めて、このような内容をずっと繰り返しやってください。そうすると、みことばは皆さんにとどまるようになります。とどまると力強くみことばが働くことを体験するようになります。その結果、みことばがとどまった結果、実を結ぶようなことを体験するようになるでしょう。その主人公であることを確信し、またそれを味わっていただきたいと願います。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。イエス・キリストが十字架で血を流されることによって、私たちがぶどうの木の枝となり、またいのちの実を結ぶことができる存在に造りかえられていることを感謝します。そのことを心から感謝し確信を持って、だからこそ、これからは今までのやり方と違って、みことばさえしっかりとどまることがあれば十分に実を結ぶことができる祝福を体験することができるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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